
◀QEはリーディング学生内に限定公開で実施しました

▲九重町役場前にて、町長の坂本和昭様と

▲企業見学演習（Dulux）

▶研究プレゼンテーションでは現地
の教員・学生から積極的に質問を受け
ていました

▼八丁原地熱発電について説明を受ける様子

2013年12月9‐19日にかけて、プログラム1期生（一貫制博士2年生）の11名を対象

として、本プログラム初のQualifying Examination（QE）を実施しました。5年間のプログラム

の中で、後半の年次に用意している海外大学等との共同研究やインターンシップ、複数指導による自主的な

研究活動に取り組むための能力を有しているかを判断するための試験です。2014年4月から開設する新専攻

＝先進理工学専攻でも修士研究発表と論文提出を求めず、替わりにQEで能力をはかります。

受 験 資 格 は、

①所定単位を取得済である

こと（通常、専門科目28、俯瞰科目4単

位、語学科目4単位の計36単位）、②学術論文1報以

上を投稿済であること、であり、1期生11名全員が本受験資格

を満たしてQEに臨みました。1名の学生のプレゼンテーションに対し、主指

導教員・副指導教員・先進理工学専攻の主任もしくは副主任・企業から指導にあたるコンサ

ルティング教員の4名が審査にあたり、これまでの研究に関しての基礎専門知識と研究成果

に対する理解、今後の研究計画に関しての計画性や社会に対する意識などを評価しました。

新専攻教員9名、専攻外指導教員3名、コンサルティング教員11名がこの新たな仕組みに参

画し、真剣に学生のプレゼンを聞き、1時間に及ぶ厳しい質疑応答が繰り広げられました。
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昨年度に続き、海外連携機関であるモナッシュ大学に2期生16名が

赴き、Green / Sustainable Technology Conferenceを共同実施

しました。3名のシニア教員と4名の若手教員からのグリーンケミス

トリーに関するレクチャー、モナッシュ大学の博士学生5名を交えて

の研究プレゼンテーションとディスカッション、モナッシュ大学の複

数研究室に分かれてのラボ実習、ビ

ジネスパーク内に構えるMiniFABや

Duluxグループ企業見学演習などに

参加しました。海外の一流大学にお

ける教育研究や企業との連携の最前

線を実感する体験となりました。

2013年12月17日（火）、ノーベル物理学賞受賞者のPeter Grünberg（ペーター・グリュンベ

ルク）先生が来訪しました。今回が2度目となります。1期生・2期生の代表4名が各々の研究プレ

ゼンをし、グリュンベルク先生からコメントをいただきました。省エネルギー・高持続性に資す

るナノマテリアルに関するご講演を挟み、座談会では専門や人生観などに関して意見交換し、交

流を深めました。グリュンベルク先生には本プログラムの招聘研究教授を務めていただいています。

1期生・2期生の14名が参加し、原子力発電プラントの設計・製造現場を見学

実習しました。参加した学生からは、「開発までの道のりやより良い製品を生み

出すための発想など、自身の研究生活でも見習うべきことが多かった」「日々の

改良から生まれる発明も多くあることを知り、“最前線の現場の力”を感じた」な

どの感想が寄せられました。

本学でQEが実施されるのは今年度が初めてであったため、

要求される研究・発表の質から発表会場の雰囲気に至るまでな

にもかもが未知数でした。さらに、11人いる1期生のなかで

僭越ながらトップバッターを務めることになったこともあり、

必要以上の重圧を感じながら本番に臨みました。

副指導教員として審査をしてくださった二人の先生方から

は、研究内容に関係する基礎専門知識について、学術的立場

と社会への還元を見据えた立場という異なる視点から数多く

の質問・コメントをいただきました。本プログラムで育成する

力として掲げられている「俯瞰力」も試されているのだと思い

ながら必死に答えているうちに、1時間が経過していました。

また、学術論文を1報投稿することが受験条件として課され

ていることによって、早い時期から研究内容を論文という形

にまとめることを意識できたため、研究を進めるモチベーショ

ンを維持しやすかったと思います。さらには、投稿する論文

の質を向上させるために、権威ある学術誌に過去に受理され

た同分野の論文を読み漁り、自分の研究の立ち位置を明確化

するという経験を修士2年（LD2）の間にできたことは、非常に

有意義だったと感じており、論文投稿の義務は大変良い制度

だと思います。

QEの経験も糧にして、社会に通用しうる人材に成長すべく、

今後のカリキュラムや研究活動により一層励んでいきます。

私の所属する研究室では皆の前で成果を報告し、質疑応答

を通して議論する機会が多いため、口頭発表形式のQEにも

自信を持って臨みました。しかし、より深く原理に踏み込ん

だ指摘や、研究室内の議論とは異なる視点での企業の方から

の質問に対してうまく対応することが出来ずに慌ててしまい、

力不足を痛感しました。先生方からのご指摘により、研究内

容の課題だけでなく、研究推進にあたって意識の甘い部分が

あることも改めて認識することができました。一方で、成果

の中での魅力的な点や、今後の研究計画において追究するこ

とで面白味が出てくると期待される点を新しく見出すことも

できました。

QE受験要件の一つが論文投稿でしたが、これまでの研究

を振り返り、一つの形としてまとめる良い機会となりました。

論文執筆の過程で、研究の位置付けや主張点を確認できたこ

とは、QEでのより深い議論に結び付いたものと思います。

これまで三年間の研究を見直して発表し、今後の計画につ

いて議論、更に、最後に様々な見地から講評まで頂けたQEは、

次の研究展開にもつながる大変有意義な試験でした。

12月9日より6日間かけて、1期生11名のQualify Examination

（QE）を実施しました。本学でQEが実施されたことはこれまで

になく、初めての試みでした。本プログラムでは将来グローバ

ルに活躍しうる研究者育成を掲げており、QEを通し世界水準

の質の保証をはかります。QEでは単にこれまでの研究成果を

評価するにとどまらず、専門知識の理解度および研究テーマに

関わる課題をどう解決するかなどを審査し、さらに社会との関

連性の中で自分の研究をどう捉えるかなど、高度産業人材とし

ての素地も評価しました。

学生はこれまで取組んできた研究の成果と今後の研究プロ

ポーザルについて発表し、それに対し指導教員および専門の

異なる副指導教員に加え、企業から本プログラムに協力して

くださっているコンサルティング教員（JX日鉱日石エネルギー

（株）、（株）日立製作所、三菱ガス化学（株）など）により複数指

導をいたしました。各教員からは、厳しい質問やコメントも投

げかけられましたが、学生たちは習得した論理構成力やコミュ

ニケーションスキルを駆使し、粘り強く、時に情熱的に回答し

ていました。

審査員に正確に説明できていなかったり今後の研究目的や研

究計画などに改善の余地がある学生もいましたが、総じて好評

価を得ることができました。今回のQEにて審査員から得た助

言を生かし、学生同士で切磋琢磨しあい、これからの研究活動

になお一層励むことを期待しています。

2期生11名が参加して、分散型エネルギー需給システムや資源の活用、環境

共生まちづくりについて、実状や課題について学びました。

連携機関であるJX日鉱日石エネルギーの製油所やコンビナート、太陽光や風

力発電施設に加え、大分の特徴ともいえる地熱発電施設を訪問しました。エネ

ルギーを切り口とした様々な施設において、原理や効率、持続性を保つための

工夫、理論とは異なる運用レベルでの課題などを知り、学生各々の専門分野か

ら解決策を考える機会となりました。

訪問先一覧　九州電力八丁原地熱発電所（地熱発電）、日産グリーンエナジーファーム（太
陽光発電）、玖珠ウィンドファーム（風力発電）、JX大分製油所、昭和電工大分コンビナー
ト、九重町役場（エネルギー政策、他）

QEを終えて
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QEの実施

エネルギー関連施設見学演習

●	2014年1月10日（金）－11日（土）
リーディングプログラム採択大学の関係教職員・学生が一堂に会し、関係
者間の情報共有や学生フォーラム（Next	Visionary）が行われました。
Next	Visionaryには、本学から3チーム・9名が参加し、全チームが一次
審査を通過しました。

●	第8回：2013年10月4日（金）
先進理工学研究科	応用化学専攻
本間敬之	教授
「	固液界面反応とナノファブリケーション・
なしてもならぬがなさねばならぬ」

リーディングフォーラム2013「学生フォーラム：Next Visionary」 エナジー・ネクスト コロキウム

Monash	Green	/	Sustainable	Technology	Conference
2014年2月8日(土)‐13日（木）　モナッシュ大学クレイトンキャンパス（オーストラリア・メルボルン）

“一流”を身近に

2013年9月2日（月）　（株）東芝	磯子エンジニアリングセンター、（株）IHI横浜第一工場

2013年9月17日（火）‐18日（水）　大分県大分市、玖珠郡	九重町・玖珠町


